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ね
っ
屹
■
年
嶼
亦
焉
贔
隋
胚
に
っ
屹

礫
褥
麗
嘲
咤
貯
甕
徘
鰤
肉
箋
わ
場
Ｌ
眩
鰊
≪

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
築
地
居
留
地

研
究
会
主
催
に
よ
る
定
例
報

告
会
が
３
月
２３
日
、
東
京

。

中
央
区
築
地
の
聖
路
加
臨
床

学
術
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。
築

地
居
留
地
研
究
会
理
事
の
中

島
耕
二
氏

（元
明
治
学
院
大

学
客
員
教
授
）
が

「築
地
層

留
地
と
近
代
音
楽

上
頑
美
歌

と
青
年
達
の
出
会
い
―
」
と

題
し
て
講
演
し
た
。

◇
　
　
０
　
　
◇

中
島
氏
は

「日
本
の
近
代

音
楽
の
流
入
は
、
■
８
５
３

年
７
月
に
黒
船
が
浦
賀
に
来

港
し
た
時
と
言
わ
れ
て
い

る
」
と
話
す
。
「
ペ
リ
ー
提
督

は
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
信
徒

（
聖
公
会
会
員
）
。
ち
ょ
フ
ど

主
日
に
当
た
る
７
月
１０
日
の

日
曜
日
、
サ
ス
ケ
ハ
ナ
号
で

安
息
日
の
礼
拝
が
執
り
行
わヽ

れ
、
鑑
上
で
軍
楽
隊
が
奏
で

る
讃
美
歌

一Ω
』
寓
憲
針
ｏ
０

書

（
現
頌
栄
講
番
あ
め
つ
ち

こ
ぞ
り
て
ど
の
曲
に
合
わ
せ

枷
人
の
士
官
水
夫
が
合
唱
し

た
。
そ
の
後
蘭
国
し
居
留
地

が
で
き
る
と
、
駐
雷
す
る
各

国
の
軍
楽
隊
が
盛
ん
に
パ
レ

ー
ド
や
顔
委
〈
パ
を
一開
き
）、
直

間
接
に
日
本
人
に
洋
楽
の
旋

律
を
聴
か
せ
て
い
た
」

「
築
地
居
留
地
で
は
明
治

２

（
■
８
６
９
）
年
以
降
、

カ
ロ
ザ
ー
ス
宣
教
師
夫
妻
の

英
語
塾
で
、
少
年
、
少
女
が

讃
美
歌
の
指
導
を
受
け
て
い

た
」
と
話
す
。
一，後
に
音
楽
取

調
掛

（東
京
音
楽
学
校
）
の

校
長
に
な
る
伊
澤
修
二
も
こ

こ
で
学
ん
で
い
る
ｃ
実
は
日

本
の
代
表
的
な
近
代
音
楽
家

た
ち
が
、
築
地
居
留
地
と
深

い
関
係
を
持

っ
て
い
た
」

そ
の
人
物
と
し
て
西
村
庄

太
郎
、
納
所
弁
次
郎
、
小
山

作
乏
助
、
内
田
粂
太
郎
、
北

村
季
晴
、
大
塚
淳
、
山
田
耕

梓
ら
の
名
を
挙
け
る
（）

「明
治
１３
年
、横
浜
の
バ
ラ

学
校

（
ヘ
ボ
ン
塾
の
後
身
）

が
築
地
層
留
地
７
番
に
新
校

舎
を
一建
て
て
移
転
し
、
築
地

大
学
校
と
な

っ
た
。
そ
の
時
、

一
緒
に
築
地
に
や

っ
て
き
た

生
徒
の

一
人
が
西
村
だ
。
彼

は
ヘ
ボ
ン
塾
で
女
性
宣
教
師

ミ
ス

。
マ
ー
シ

ュ
か
ら
オ
ル

ガ
ン
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
、

短
期
間
で

『
聖
歌
集
』
を
マ

ス
タ
ー
。
横
浜
第

一
長
老
教

会

（現
。横
浜
指
路
教
会
）
の

オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
を
頼
ま
れ
る

ま
で
に
な

っ
た
。
築
地
に
来

る
と
、
生
徒
仲
間
と
当
時
層

留
地
内
に
あ

っ
た
新
栄
教
会

に
通
い
始
め
、
そ
こ
で
も
オ

ル
ガ

ニ
ス
ト
を
依
頼
さ
れ

た
。
や
が
て
彼
の
も
と
に
音

楽
に
関
心
を
抱
く
後
輩
た
ち

が
集
ま
り
、
新
栄
教
会
を
教

室
に
、
彼
か
ら
譜
面
の
読
み

方
や
オ
ル
ガ
ン
や
洋
楽
の
基

礎
を
学
ん
だ
。
そ
の
音
楽
仲

間
に
、
納
所
、
小
山
、
内
圏

が
い
た
」

「
納
所
は
１７
歳
で
築
地
大

学
校
に
入
学
っ
朝
夕
の
礼
拝

で
讃
美
歌
を
歌
い
、
日
曜
日

に
は
新
栄
教
会
の
礼
拝
に
出

席
し
て
讃
美
歌
を
歌
い
と
、

讃
美
歌
漬
け
の
毎
日
だ

っ

た
。
卒
業
後
、
音
楽
取
調
掛

に
進
学
。
優
秀
な
成
績
を
修

め
た
。
彼
は
学
習
瞬
教
授
を

長
く
務
め
た
が
、そ
の
間
『
言

文

一
致
唱
歌
』
運
動
を
広
め
、

特
に
学
校
唱
歌
に
力
を
注
い

だ
。
代
表
作
に

『
う
さ
一ぎ
と

か
め
』
が
あ
る
」

「
小
』
も
築
地
大
学
校
を

出
る
と
音
楽
取
調
掛
に
進

学
。
卒
業
後
は
教
授
と
し
て

長
く
母
校
に
務
め
、
退
官
後

も
音
楽
教
育
に
力
を
注
ぎ
、

後
進
を
指
導
。
中
で
も
滝
廉

太
郎
を
育
て
、
ド
イ
ツ
留
学

の
世
話
を
し
た
こ
と
は
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
ｃ代
表
作
『
夏

は
来
ぬ
』
は
小
学
校
の
音
楽

教
科
書
に
も
採
用
さ
れ
た

一

一内
田
は
１７
歳
の
時
、群
馬

県
の
前
橋
か
ら
横
浜
に
出
て

バ
ラ
学
校
に
入
学
し
、
翌
年
、

学
校
の
築
地
居
留
地
移
転
と

共
に
上
京
。
す
ぐ
に
新
栄
教

会
に
通
い
始
め
、
や
が
て
受

洗
し
教
会
員
と
な

っ
た
。
彼

は
納
所
、
小
山
と
同
様
西
洋

音
楽
に
目
覚
め
、
音
楽
取
調

掛
に
進
学
っ
卒
業
後
は
群
馬

県
師
範
学
校
に
奉
職
し
、
唱

歌
の
普
及
や
作
曲
に
努
め

た
。
内
田
が
作
曲
し
た
小
学

唱
歌

『
秋
景
』
は
当
時
た
い

へ
ん
人
気
が
あ
り
、
よ
く
歌

わ
れ
た
。
や
が
て
母
校
に
戻

り
、立
自
楽
取
調
掛
の
助
教
授
、

教
授
と
し
て
音
楽
教
授
法
を
）

講
義
し
た
。
そ
の
頃
の
教
え

子
に
三
浦
環
や
山
田
耕
律
が

い
た
」
「北
村
は
西
洋
音
楽
に
興

味
を
抱
き
、
自
宅
の
あ
る
銀

座
か
ら
築
地
居
留
地
の
東
京

一
致
神
学
校
を
訪
ね
、
フ
ル

ベ
ッ
キ
か
ら
オ
ル
ガ
ン
を
習

う
よ
う
に
な

っ
た
。
築
地
大

学
校
の
後
身
の
東
京

一
致
英

和
学
校
に
入
学
、
そ
の
後
同

校
が
築
地
か
ら
明
治
学
院
普

通
学
部
と
な

っ
て
芝
白
金
に

移
っ
た
こ
ろ
、
ヘ
ボ
ン
か
ら

『君
は
音
楽
の
才
能
が
あ
る

か
ら
、
音
楽
学
校
に
行
っ
た

ほ
う
が
良
い
』
と
勧
め
ら
れ
、

一塁
示
音
楽
学
校

へ
転
校
。
後

に
長
野
県
民
の
歌

『
信
濃
の

国
』
、日
本
初
の
創
作
オ
ペ
ラ

コ
露
営
の
夢
』
な
ど
の
作
曲

者
と
し
て
知
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
」
「大
塚
は
明
治
学
院
卒
業

後
、き合
歪
自
楽
学
校
に
進
学
。

卒
業
後
、
慶
應
義
塾
の
フ
グ

ネ
ル

・
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
ー
の

常
任
指
揮
者
、
東
京
音
楽
学

校
助
教
授
、
教
授
、
日
本
放

送
交
響
楽
団

（現
Ｎ
響
）
な

ど
の
指
揮
者
ケ
一務
め
た
。
大

塚
の
従
兄
弟
の
山
田
は
、
父

が
女
性
宣
教
師
ヤ
ン
グ
マ
ン

が
経
営
す
る
聖
書
学
館
の
事

務
縁
｝手
伝

っ
て
い
た
関
係

で
、
〓
家
は
ヤ
ン
グ
マ
ン
の

住
む
築
地
居
留
地
６
番
Ｂ
棟

に
住
ん
で
い
た
。
自
宅
で
は

両
親
や
姉
が
毎
日
英
語
の
讃

美
歌
を
歌
い
、
主
日
に
は
新

栄
教
会
の
礼
拝
で
讃
美
歌
を

聴
き
、
居
留
地
の
洋
館
か
ら

流
れ
る
ビ
ア
ノ
の
調
べ
な

ど
、
築
地
居
留
地
は
山
日
の

旋
律
の
原
点
と
な

っ
た
。
出

田
は
大
塚
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
、
一塁
示
音
楽
学
校
を
受

験
し
合
格
。
そ
の
後
の
活
躍

は
名
曲

『
赤
と
ん
ぼ
』
を
作

曲
す
る
な
ど
、
誰
も
が
知
る

と
こ
ろ
だ
」

講
演
の
進
行
に
合
わ
せ
、

「う
さ
ぎ
と
か
め
」
夏
は
来

ぬ
Ｌ
こ
の
道
」
な
ど
築
地
居

留
地
ゆ
か
り
の
音
楽
家
の
歌

を
聖
路
加
国
際
大
学
聖
歌
隊

の
一大
しヽ
い
ハ
ー
モ
ー
ニ
ー
で

紹
介
。
中
島
氏
は

一旧
築
地

居
留
地
が
、
日
本
の
近
代
音

楽
の
発
展
を
担

っ
た
青
年
た

ち
を
育
ん
だ
重
要
な
場
所
で

あ

っ
た
こ
と
を
知

っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
だ

アヽ
）結
び
、

最
後
に
参
加
者
８。
人
余
り
全

員
て

「赤
こヽ
ん
ぼ
」
を
歌

っ

て
講
演
を
締
め
く
く

っ
た
。

わ
な
い
よ
う
、
牧
師
た
ち
（

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
動
き
出
ヽ

て
い
ま
す
」
と
現
地
キ
リ
一

卜
裁
会
の
絆
給
ぢ
知
ら
す

（

ハ
ン
ガ
ー
ゼ
ロ
は
、
オ）

か
ら
の
緊
急
支
援
活
動
を
一

極
め
つ
つ
、
ア
フ
リ
カ

。
一

ン
ゴ
民
主
共
和
国
駐
在
の
、

ェ
ロ
ー
ム
ス
タ
ッ
フ
を
現
」

に
送
る
こ
と
も
検
討
し

＾

つ
、
被
災
者
支
援
を
進
め
一

い
く
。
ハ
ン
ガ
ー
ゼ
ロ
で
け

蜃
吻
同
Ｍ
国

【
東
京
】
基
一地
を

「本
土
」
に
一

き
取
る
こ
と
を
考
え
ま
せ
ん

？

（沖
縄
の
基
地
を
引
き
取
る

。
首
都
圏
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
主
催

４
月
６
日
午
後
２
時
～
。
新
宿

西
早
稲
田
の
早
稲
田
奉
仕
園
不

沖
縄
の
基
地
問
題
を

「本
土
」

生
活
す
る
者
の
問
題
Ｌ
し
て

え
行
う
集
ま
り
。
白
鳥
龍
也

（

京
新
聞
論
説
委
晨
Ｘ

谷
津
憲

（朝
日
新
聞
社
会
部
デ
ス
ク
、

論
説
委
員
）
、

高
橋
哲
哉

（東

大
学
大
学
院
教
授
）
。

資
料
代

嘔［。　　国幽一∽〇‘ヽ
Φ
ｒ一‘ゆ〓『〇（亡幸

局
】
［
大
阪
】
第
３９
回
大
阪
府
民
イ

ス
タ
ー

（
大
阪
宣
教
祈
祷
会

催
）
４
月
１４
日
午
後
４
時
～
ｃ

阪

市
中
央
区
の
大
阪
女
学
院

―
ル
チ
ャ
ベ
ル
で
。
音
楽
ゲ
ス

は
吉
村
美
穂
、
賛
美
は
関
西
手

ァ
ン
ジ

ェ
リ
カ
ル

（
―
モ

ニ
ー

n‐嶼鰺
中 島耕 二 氏


